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編集後記

昨今，街中や電車のホームで携帯電話を使う人，いじく

りまわしている人がなんと多いことか。“携帯電話のご使用

は他のお客様のご迷惑になりますのでご遠慮下さい”とい

うアナウンスが流れるバスの中，まったく無頓着に携帯電

話で喋り捲る女子高生達を見ていると，お小遣いをどのく

らい使っているのだろうか？親も大変だろうな，バイトで

稼ぐのだろうか？勉強は？などなどと余計な心配をしてし

まう。

もう既に，“どこでも，いつでも，だれにも，なんでも”

というユビキタスサービスと言われる情報通信時代に入っ

てきたのであろう。つい数年前まで我が家はアナログ電話 1

回線に PHS 電話 1 台であった。気がつけば今では家族 4人

が携帯電話を持ち，小さな家にも関わらず ISDN の電話 2

回線にそれぞれコードレス電話親機が 2 台繋がり，その子

機 3 台があちこちに散在するなか，更にインターネットに

繋がった無線 LANが各パソコンに電波を飛ばすという電波

の過密状態になっている。さすがにこれでは異常であろう

と以前からある PHS を解約したが，まだ人の数より端末や

回線数がはるかに多い。

このような状況は最近ごく普通の家庭でも見られるよう

になってきたのではないだろうか。ともかく，家庭におい

ても，“どこの部屋でも，いつでも，誰でも，なんでも”利

用できるというユビキタスの通信環境が徐々にできつつあ

ると言って良さそうである。これは，移動通信技術だけで

はなく，半導体，部品，実装技術の飛躍的な進歩による大

きな成果と言って良い。

願わくは，高齢層に近づきつつある小生を含む多くの

人々にも情報通信技術の恩恵がいきわたるように見やすく

使いやすい端末の研究開発が活発に行われ，これから世代

間で情報通信に対するハンデキャップを感じさせない時代

となることを望みたい。

本号では，この移動通信分野に関わる 3 件の論文を掲載

した。また，トップには地球環境に関し第一人者である東

京大学教授 山本良一氏の部長会における講演録を掲載する

ことで，地球環境保全の重要性及び企業の責任と取り組み

について理解を深めて頂くことにした。

（M.F.）
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